
情報伝達経路

国・県

メール配信

自主防災組織

(区・自治会)

防災行政無線

または音声告知端末

気象庁 報道関係機関
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河川の氾濫による浸水時には

以下のことに注意して避難しましよう。 `テ

・
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前兆現象を

見つけたら、すぐに

安全なところまで

避難し、区長や自治体ヘ

連絡しましょう。

川や橋には

近づかないように

避難しましょう。

官

浸水箇所での

避難は、清や水路、

マンホールに

注意しましよう。

2人以上で
避難しましよう。

区[∃

駆

逃げ遅れた場合は、

近くの高い建物に

避難しましよう。

圃

■ 防災 ι気象情報などはこちら  '、「

石川県防災気象情報ホームベージ
http://市ww.micosfit.jp/ishikawa,pref/

金沢地方気象台ホームページ
http://www.jma― net.go.jp/kanazawa/

口 河川情報はこちら

石川県河川総合情報システムホーム
http://kasen.pref. ishikawa.jp/

■ 土砂災審情報はこちら

石川県土砂災害情報システムホームペー
http://sabo,prefo ishikawa 」p/sabo―
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この防災マツプは、災害があつたところや

注意が必要な箇所について情報を共有し、

地区の皆さんで注意して

自主避難できるように作成したものです。

いざという時のために日頃から

家族や地区で話し合つておきましょう。

中能登町 良川地区 作成
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土砂災害 。ため池,E濫

中能登町安全・安心メールマガジン

防災・気象情報や緊急情報などをメールでお知らせしています。配信希望の方は以下のア ドレスヘ空メールを 鰯
t―nakanoto@sg― mt jp ※詳しくは中能登町ホームページをご覧ください。

送信して下さい。 QRコードからもアクセスできます。今
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土砂災害の前兆現象 水害時の注意点 |

目 的

情報の入手先

J翻



①ラポールよしかわ (土砂災害除く)

②能登テキスタイルラボ

③沖集会所

④ 中能登中学校

災害や避難経路の状況によつて

適切な避難所を利用しましよう。

● H過 去に災害があつたところ

● 回 注意すべきところ

ため池浸水被害想定範囲

ため池浸水被害の想定範囲

避難所

断調指定避難所

○ 地区で定めた避難所
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避難経路
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′ 長時間の避難生活を送れる場所

一時集合する場所など

雨が降つたら多くの山砂が流れてくるあふれるか心配

平成25年頃、山道の側清に落葉が積り、
雨水が山道をつたつて法面の崩壊をまねいた

水路せまく、屈曲している

昭和60年 土砂崩れ 崩れる
水路あふれる

水路あふれた
平成元年 がけ崩れ

砂がたまる

側清あしき、れやすい
9号排水路は大雨の時、,E濫しやすい

過去に氾濫し浸水したことあり

氾濫しているときは、ラポールに身を寄せ救助を待つ?

がけれれ

川幅が狭くなつており、浸水の危険あり

改修後は溢れなくなつた平成8～9年

堰堤底抜けて土砂流出白比古神社向かつて右側、

土石流・がけ崩れ等の恐れ
平成5年頃浸水

力Чナ崩れ発生

平成元年頃の合風と平成25年頃

流木等により

川があLき、れた 晴れている日でも

常に道路が濡れている

サ1防ミ,E濫
土砂流出

冠水 足首程度
大雨のとき濁る

閲

昭和30年 大雨により

新川氾濫

小さな用排水路があしき、れて冠水しやすい

※除草がされていない

長曽川河サ|1危険。雑木林になつている

長曽川河川氾濫。川の中が埋まつている

水があふれるため、

水門管理が必要
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避難所について
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地 区で把握 している危険箇所

地 回 記 号

土砂 災害 (特 別 )警 戒区域
イエa,ソーン

土砂災害警戒区域

レッドソーン

土砂災害特別警戒区域

0 425
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375 500m

航空写真撮影年平成29年 ※写真については国土地理院利用
線路


